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はじめに 

	 近年、地球温暖化や発達した台風、局地的に豪雨が頻発し、日本全土に大きな影響を与えてい

る。2020 年にも「令和２年７月豪雨」と呼ばれる集中豪雨により多量の雨が降り、河川堤防の

決壊や土砂災害を引き起こした。このように川の急速な水位上昇により全国的に予期せぬ甚大

な被害が出てきた。そこで被害を最小限にとどめるために、その河川の特徴を掴み、氾濫のおそ

れに対処できるようになっているか解析する必要がある。また先行研究から、山が一時的に川の

水位上昇を抑制することが知られている。そこでまずは山の傾斜に注目し、貯留能力との相関を

探っていくこととした。	

	

	

方 法 

以下の 3つの手順で研究を進める。	

①	対象地域の選定と必要なデータ収集	

→山と山の間を流れる川を地理院地図より抜粋してそれを対象地域とし、その地域の山の	

傾斜平均、水深変化、降水量のデータを収集する。	

②	氾濫シミュレーション	

→①で収集したデータを元にソフトウェア「iRIC」を用いて単位時間における水深変化を	

シミュレーションする。	

③	相関関係の分析	

→シミュレーション結果と実際のデータから、山の傾斜と貯留能力にはどのような相関関係

があるのかを探る。散布図から近似線を作り、相関関係を可視化する。	

①～③の研究手順で傾斜以外の条件(例えば植生など)を元に、貯留能力との関係を探る。	

	

	

結 果 

	 研究対象である河川の水位データを入手し、傾斜の平均を国土地理院地図を用いて、測定した。	

	

	

展 望 

①	iRIC を用いるために必要なデータの準備をする	

②	iRIC を用いてシミュレーションを行う	

③	傾斜と貯留能力との相関グラフを作成する	

④ 相関関係があるかを読み取り、特定の地域の災害発生件数や規模とその地域の貯留能 
力との関係性を調べ、仮説の信憑性を高める。 
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資料	 「共生のひろば」での口頭発表で使用したスライド 
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